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かぐや搭載UPI-TVISによる月ナトリウム大気の観測(2)

Observation of lunar sodium atmosphere using UPI-TVIS onboard
KAGUYA (2)
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月や水星等の太陽系内小天体にはSEB (Surface Bounded Exosphere)と呼ばれる無衝突大気の存
在が知られている。SBEの起源は主に天体表土からの粒子放出であるがその詳細なプロセスは未
だ明らかになっていない。月のSEBを構成する元素の内でも、共鳴散乱断面積の大きい中性ナト
リウムは光学リモートセンシングが容易であるため、観測により詳細な二次元分布・微細構造を
得ることで、大気の成因解明並びに他天体のSBEへの類推に適しているといえる。
我々は2008年12月から2009年6月にかけて、月探査衛星かぐや搭載のUPI-TVISを用いて、ナト
リウム大気の光学観測を行った。月の夜半球において観測された視線積分発光強度の変化は、24
00-6000K程度の球対照な密度分布モデルでよくあらわされた。また、観測期間中の上弦から下
弦の月にかけて、ナトリウム大気密度は緩やかに20―25%の減少を示す一方で、地球磁気圏テイ
ル領域の通過の際には大気密度の減少は認められなかった。以上の結果から、ナトリウム大気の
非熱的成分は太陽光光脱離あるいは微流星物質の衝突気化によって放出されていることが示唆さ
れる。また月位相角に伴うナトリウム大気密度の変動は、地表面における大気生成の非一様によ
りよく説明することができる。
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